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－
　
’
、
　
　
　
　
　
　
・

四
二
開
発
妻
団
（
以
下
「
蘂
団
」
ど
い
う
．
飼
の
殴
．
野
次

，
五
学
識
経
欲
の
あ
る
下
天
、
．

　
（
評
価
額
の
決
定
）
．

第
ご
条
　
評
価
額
は
、
評
価
委
員
の
過
半
数
の
旧
型
に
よ
つ
・
て
定
め
る
。
，

．
（
総
理
府
令
．
．
郵
政
省
令
へ
の
委
任
）
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

第
三
条
　
．
前
二
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
評
価
委
員
そ
の
他
評
価
《
関
し
必
要
な
事
　
「

　
項
は
、
総
理
府
令
・
郵
政
、
省
令
で
．
定
め
る
。
　
（
　
　
　
　
－

　
（
出
資
三
一
券
．
の
記
載
事
項
等
忌

第
四
条
事
業
臥
が
発
織
す
る
出
資
証
券
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
及
び
糞
を
監
置

　
し
や
・
理
事
長
が
こ
れ
に
記
名
押
印
し
妬
け
れ
ば
祉
ら
な
い
。

　
一
　
事
業
団
の
名
称
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
6

　
　
　
　
　
●
「
d
●
　
－
　
　
　
　
　
，
　
　
　
●
　
”．

@
“



．
，
．
●

●
　
　
．
　
．

　
二
　
三
業
団
の
成
立
の
年
月
日
　
　
　
　
　
　
　
－

　．

O
　
資
本
金
額
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

．
四
　
出
資
の
金
額
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
、
．

、
五
　
出
資
者
・
の
氏
名
又
は
名
称

　
（
持
分
の
移
転
の
対
抗
要
件
）

第
五
条
　
出
資
者
の
持
分
の
移
転
は
、
取
得
者
の
氏
名
又
は
名
称
．
及
び
そ
の
住
所
を
出

資
者
原
発
記
載
レ
・
か
『
そ
の
壁
書
は
名
称
を
出
資
証
券
に
駕
し
た
後
で
＋

　
な
け
れ
ば
、
事
業
・
団
そ
の
他
の
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
石

　
（
出
資
者
原
簿
）

南
条
事
業
団
は
、
出
資
者
原
簿
を
量
る
霧
所
に
備
え
薔
か
な
け
殺
な
疹

　
な
い
。

2
出
資
者
原
簿
に
は
、
各
出
資
者
に
つ
い
て
、
次
に
掲
ザ
る
事
項
を
記
解
レ
な
け
溢

≒
馬
．

・
ば
な
ら
な
い
。

　
一
．
　
氏
名
又
は
名
称
及
び
そ
0
住
所

　
二
　
出
資
額
及
び
出
資
証
券
め
番
号
．

　
三
．
出
資
証
券
の
三
三
の
年
丹
口
，
」
．
・
　
　
　
ず
・

3
　
出
資
者
は
、
事
業
伺
の
業
務
時
間
中
に
論
い
て
は
、
出
資
者
原
簿
の
閲
覧
－
を
求
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ

る
之
と
が
で
き
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
司

　
（
商
法
の
準
用
）
．

第
七
条
　
商
法
（
明
治
三
十
ご
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
二
百
三
十
条
．
（
株
券
の
喪
失

　
及
び
再
発
行
）
の
規
定
は
、
幽
事
業
団
の
出
資
証
券
に
準
用
す
る
。
　
　
　
　
　
’
㌧

・（?
�
ｱ
員
の
碗
遡
・

笑
条
法
箏
四
条
婁
号
に
規
定
す
姦
令
で
定
め
る
著
公
務
員
峡
学
駿

　
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
．
－
の
規
定
に
凝
る
国
立
又
は
公
立
の
大
学

　
　
　
　
　
∂
・
◎
　
　
　
　
　
　
　

●
　
一
，
●
　
　
，



．
　
．
●

●
　
　
．
　
．

・
の
学
長
、
教
授
、
助
教
授
又
は
講
師
の
職
に
あ
る
者
（
こ
絶
ち
の
大
学
に
み
い
烹
そ
’

　
の
他
の
職
を
兼
ね
る
者
を
含
む
。
）
と
す
る
。
　
　
　
，
　
　
し

　
　
，
附
則

　
（
施
行
期
日
）
　
　
　
　
．
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
，
、

第
一
条
　
こ
の
．
政
令
は
、
公
布
の
口
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
条
及
び
附
則
第
六

条
か
ら
第
＋
五
条
ま
で
の
規
定
は
、
昭
和
咽
＋
四
年
半
甲
乙
客
暮
す
る
。
ト

　
（
翠
雲
開
発
推
進
本
部
沖
縄
電
波
追
跡
所
に
置
か
れ
る
職
員
に
支
給
す
る
在
勤
手
当
　
　
鞠

　
の
支
給
額
を
定
め
る
政
令
の
廃
止
）

第
二
条
　
宇
宙
開
発
推
進
本
部
沖
縄
電
波
追
跡
所
に
置
か
れ
る
職
員
に
支
給
す
る
在
勤

手
当
ρ
樽
拾
額
を
定
め
る
政
令
，
（
昭
和
西
＋
三
年
政
令
第
＋
〒
号
）
は
、
廃
止
す
為

　
（
設
立
に
際
し
て
事
叢
団
が
承
継
す
る
権
利
及
び
義
務
）
，

第
三
条
　
法
附
則
第
三
条
第
一
．
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
権
利
及
び
義
務
は
、
次
．

、

　
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
飢

　
一
　
別
表
に
掲
ゲ
る
土
地
、
建
物
及
び
工
作
物
並
が
に
そ
の
土
地
に
定
着
す
る
物
及

　
　
び
そ
の
建
物
に
附
属
す
る
工
作
物
（
次
条
に
即
い
て
「
土
地
等
」
亀
と
い
う
。
）
．
κ

　
　
関
す
る
権
利
及
び
義
務

　
二
，
・
事
業
阿
の
9
成
立
の
際
、
現
に
国
が
法
．
陀
導
因
三
条
第
「
項
●
に
掲
げ
る
所
掌
事
務
．

　
■
－
の
肘
に
供
レ
て
い
る
物
品
に
関
す
る
権
利
及
び
義
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
’
　
　
　
↑

　
三
・
前
二
号
に
掲
げ
惹
も
の
以
外
の
権
利
及
び
義
務
で
科
学
技
術
庁
長
官
及
び
郵
政
’
　
｝

　
，
大
臣
が
指
定
す
る
も
の

λ
設
立
に
際
し
て
政
府
か
ら
出
資
が
あ
っ
た
も
の
と
■
さ
れ
る
財
産
）

第
四
条
，
法
附
則
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
土
地
、
建
物
、
物
品
そ
．

　
め
他
の
財
産
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

　
一
　
、
前
条
第
一
号
に
掲
げ
る
権
利
に
係
る
土
地
等

／

・
　
・
●

　簡．●



一

1

●

．
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
．

■

二

前
条
第
二
号
に
掲
げ
る
権
利
に
係
る
物
越
で
科
学
技
術
庁
長
宿
及
び
郵
政
大
臣

の
が
指
定
す
る
も
の

三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
・
前
条
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
権
利
に
係
る
財
産
で
科
学
技
術
庁
長

官
及
び
郵
政
大
臣
が
指
定
す
惹
も
の

●．

（
評
価
に
関
す
る
準
用
規
定
）

’

第
五
条

第
一
条
か
ら
第
三
悪
言
で
の
規
定
は
，
、
法
附
則
第
三
条
第
三
項
の
評
価
委
員

そ
⑳
他
評
価
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
夢
い
て
、
第
一
雨
中

「
必
要
の
つ

ど
、

次
に
掲
げ
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
次
に
掲
げ
る
者
」
と
、

「
宇
宙
開
発
事
業
団

～

の
役
員
」
と
あ
る
の
は
「
法
附
則
第
二
条
第
三
・
項
の
設
立
委
員
」
－
と
読
み
替
え
る
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

’
の
と
す
る
。

’

（
特
殊
法
入
登
記
令
の

　
　
　
　
　
　
　
　
属
一
部
改
正
）
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
、

特
殊
法
人
登
記
令

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
（
昭
和
三
十
九
年
政
令
第
二
十
八
号
）
の
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

部
を
次
の
よ

，

・
・
う
に
改
正
す
お
。

、

＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馳
別
表
中
医
療
金
融
公
庫
の
項
の
次
に
次
φ
よ
亮
加
え
る
．

宇
宙
開
発
事
業
団
　
　
　
　
　
　
P

宇
宙
開
発
事
業
団
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
五
十
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

資
本
，
金

第
七
条

、

（
国
家
し
公
務
員
等
退
職
手
当
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）
　
　
　
鼠
家
公
務
負
等
退
職
手
当
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
二
百
十
五
号

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
－

第
九
条
の
●
二
に
次
の
一
号
を
、
加
え
る
。

五
十
入
　
　
宇
宙
開
発
事
業
団

、

（
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
令
⑳
」
部
改
正
）

第
八
条

・
、
，

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
二
百
七
号
V
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
戸

’

．
一

●
　
・
●

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
．

●

一一 V一一8一



一

．
●

●

●

　
　
第
四
十
三
条
第
二
号
中
「
動
力
炉
・
核
燃
料
開
発
事
業
団
」
の
下
に
「
、
宇
宙
開

，
発
事
業
団
」
を
加
え
る
。

　
（
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
令
の
輔
部
酸
正
）
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

第
九
条
　
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
七
年
政
令
第
」
二
言
五
十
二

　
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
一

　
　
第
四
＋
一
条
第
二
号
中
「
動
力
炉
●
核
燃
料
開
発
事
業
団
」
の
下
に
「
旭
宇
宙
開

　
発
事
業
団
」
を
加
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

　
（
所
得
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
条
　
所
得
税
法
施
行
令
（
昭
和
西
十
年
政
令
第
九
十
六
号
）
．
、
の
一
部
を
次
，
の
よ
う

　
に
改
正
す
る
。

　
　
第
二
百
十
五
条
第
一
号
屯
「
軍
功
炉
・
核
燃
料
開
発
製
薬
阿
」
の
下
に
「
、
．
宇
宙

，
開
発
事
業
団
」
を
加
え
る
。

一9一

　
（
法
人
税
法
施
行
令
の
「
部
改
正
）

第
十
一
条
、
法
人
脱
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
九
十
七
弓
）
の
一
部
を
次
の
よ

”
う
に
改
正
す
る
。
　
　
　
　
　
’
　
　
、
　
　
　
、
．

　
　
第
七
＋
声
望
第
三
牛
「
動
力
炉
・
核
燃
料
開
発
事
業
団
」
の
下
に
「
、
審
開

　
発
事
業
団
」
を
加
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
．

．
（
租
馨
別
四
這
薯
念
廓
改
正
）
、
．
こ
・
　
，
．
　
　
卜

箏
茎
租
馨
子
壷
法
施
行
令
．
（
昭
利
三
＋
二
年
政
令
箔
＋
三
号
）
2
部
、
司

　
を
次
の
よ
う
㌦
に
改
正
す
る
。

　
　
第
四
十
条
筑
一
号
●
中
「
動
力
炉
・
核
燃
料
開
発
事
業
・
団
」
の
下
に
「
、
宇
宙
開
発

　
事
業
団
」
を
加
え
る
。
　
　
k
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
匙

．
（
地
方
税
法
施
行
令
の
⊥
部
改
正
）
．
　
、
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

第
＋
三
条
地
方
税
法
予
行
令
（
昭
和
二
＋
五
年
王
胤
第
二
百
匹
＋
五
号
）
2
部
を

　
　
　
　
　
　
‘
　
亀
●
　
、
　
　
　
　
　
　
　
●
　
．，

　
　
　

一
…
L



．
●

●

0

次
の
よ
，
う
に
改
正
す
る
。

　
第
三
十
七
条
の
八
を
第
三
十
七
条
の
九
と
し
、
第
三
十
七
条
の
七
の
次
．
に
次
の
一

条
を
加
え
る
。
，

　
（
法
第
七
十
－
三
条
の
四
第
一
項
第
二
十
二
号
の
不
動
産
）

第
三
十
七
条
の
八
　
法
第
七
十
三
条
の
四
第
一
項
第
二
十
二
号
に
規
定
す
る
宇
宙
開

　
発
事
業
団
が
宇
宙
開
発
事
業
団
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
号
）
第
二
十
二

　
条
第
］
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
規
定
す
る
業
務
の
用
に
供
す
る
不
動
産
で

　
政
令
で
定
め
る
も
，
の
は
、
こ
れ
ら
の
業
務
の
用
に
供
す
る
不
動
産
の
う
ち
次
に
掲

　
げ
る
も
の
以
外
の
も
の
と
す
る
。
　
　
♂

　
一
　
事
務
所
の
用
に
供
す
る
不
動
産
　
　
　
　
　
　
　
　
．
．
，

　
二
　
宿
舎
（
業
務
上
宿
舎
を
使
用
ナ
べ
き
義
務
が
あ
早
雪
が
使
用
す
る
も
の
，
と
さ
一
．

　
　
れ
て
い
る
宿
舎
を
除
く
。
）
の
用
に
供
す
る
不
動
産

一・
P・1一・

、

，
、
　
第
五
十
二
条
の
十
二
を
第
五
十
二
条
の
十
三
と
し
、
第
五
十
二
条
の
十
一
を
第
五

　
十
二
条
の
十
二
ど
し
，
・
第
五
十
二
条
の
十
の
次
に
次
，
の
一
条
を
加
え
．
る
コ

　
．
（
法
第
三
百
四
十
九
条
の
三
第
二
十
四
項
の
家
屋
及
び
償
却
資
産
）

　
第
五
十
二
条
の
十
一
、
　
法
相
三
百
四
十
九
条
の
三
第
二
十
四
項
に
規
定
す
る
宇
宙
欄
発

　
　
事
業
団
が
所
有
し
、
か
つ
、
直
接
宇
宙
開
発
事
業
個
法
第
二
十
二
条
第
一
項
算
一

　
　
　
ら

　
　
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
規
定
す
る
業
務
の
用
に
供
す
る
家
屋
及
び
償
却
資
産
で
政
・

　
　
令
で
定
め
惹
も
の
は
、
次
に
掲
げ
・
る
も
の
以
外
、
の
家
屋
及
び
償
却
資
産
と
す
る
。

　
　
一
　
事
務
所

　
　
二
　
宿
舎
．
（
業
務
上
宿
舎
を
使
用
す
－
べ
き
義
務
が
あ
み
者
が
使
用
す
る
も
の
と
さ

　
　
　
れ
て
い
る
宿
舎
を
除
く
。
）

（
郵
政
省
組
織
令
の
．
一
部
改
正
）
．
．
●
㍉
・
．
　
・
．
一
、
・
　
　
、

第
十
四
条
　
郵
政
省
組
織
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
．
年
高
三
百
九
十
二
号
）
の
一
部
を
次

●

●
　
　
．

！
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．
　
．
●

●
●
　
．

　
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
五
十
二
忌
中
第
七
号
を
第
八
号
と
し
・
第
六
号
の
次
に
掬
の
一
号
を
加
え
る
。

　
・
七
　
宇
宙
開
発
事
業
団
に
関
す
る
こ
と
。
　
。
　
　
、

　
（
科
学
技
術
庁
組
織
令
の
一
部
改
正
）
　
　
　
・

第
十
五
条
　
科
学
技
術
庁
組
織
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
百
四
十
二
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
↑

　
　
第
十
四
条
第
五
号
中
「
宇
宙
開
発
推
進
本
部
」
を
「
宇
宙
開
発
事
業
団
」
に
政
め
　
　
司

　
る
。

別
表
．

　
一
，
土
地
　
　
　
’
　
㍉
　
　
　
　
　
，
　
レ
　
　
辱
．
　
　
　
・
　
●
，

　
　
千
葉
県
勝
浦
市
白
井
久
保
、
蟹
田
、
中
倉
、
松
野
、
芳
賀
，
、
，
市
の
川
入
会
花
立
山
’

　
　
一
番
地
の
十
四
　
所
在

　
一
万
三
千
三
百
五
・
五
三
平
方
メ
ー
ト
ル

同
市
墨
名
字
楠
ケ
谷
ロ
五
。
百
四
十
四
香
地
の
二
　
所
在

　
三
百
三
十
四
・
九
八
平
方
メ
ー
ト
ル

鹿
児
島
泉
熊
毛
郡
南
種
子
町
大
字
中
之
下
血
西
大
曲
千
九
百
十
九
番
地
の
五
　
所

在　
二
千
三
百
七
十
七
平
方
メ
ー
ト
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
司

同
町
同
大
字
字
東
大
曲
千
百
三
十
一
番
地
の
四
　
所
在

　
二
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル
　
　
　
、

同
町
大
字
中
之
上
字
山
崎
二
千
三
百
六
十
一
番
地
の
一
、
所
在
　
　
　
　
　
　
、

　
四
百
九
十
三
平
方
メ
ー
ト
ル

同
町
大
字
宝
永
字
筑
後
開
二
千
五
百
六
十
番
地
、
二
千
五
百
六
十
三
番
地
、
二
千

．
五
百
六
十
五
番
地
の
乙
、
．
二
千
五
百
七
十
番
地
、
二
千
六
百
三
十
九
番
地
、
’
二
千

・
●

●
　
　
●



．
●

●

●

六
百
四
十
】
番
地
か
ら
二
千
六
百
四
十
七
番
地
ま
で
、
二
千
六
百
五
十
・
一
番
．
地
、

二
千
六
百
五
十
三
番
地
、
二
千
六
百
五
十
九
番
地
か
ら
二
千
六
百
六
十
一
番
地
ま

で
、
二
千
六
百
六
十
九
番
地
・
二
千
六
百
七
十
番
地
，
、
二
千
六
百
七
十
二
番
地
か
●

ら
二
千
六
百
七
十
五
番
地
ざ
で
・
二
千
六
百
七
十
七
番
地
、
－
二
千
六
百
八
十
三
番

地
、
二
千
六
．
百
八
十
九
番
地
、
，
二
千
六
百
九
十
番
地
、
二
千
六
百
九
十
三
番
地
、

二
千
六
甘
九
十
五
番
地
か
ら
二
千
六
百
九
十
八
番
地
ま
で
、
二
千
七
百
一
番
地
、
．

二
千
七
百
二
番
地
、
二
千
七
百
七
番
地
、
二
千
七
百
九
番
地
、
二
千
七
百
十
三
番

地
、
二
千
七
百
十
八
番
地
　
二
千
七
百
二
十
一
番
地
、
二
千
七
百
三
十
番
地
、
二

千
七
百
三
十
二
番
地
、
，
二
千
七
百
三
十
四
番
地
か
ら
二
千
七
百
三
十
六
番
地
ま
で
、

二
千
七
百
三
十
八
番
地
、
二
千
七
百
三
十
八
番
地
の
乙
、
二
千
七
百
三
十
九
番
地
、

二
千
七
百
四
十
一
番
地
の
乙
、
白
丁
・
七
百
四
十
三
番
地
の
乙
、
、
二
千
七
百
四
十
六

番
地
か
ら
二
千
七
百
四
十
八
番
地
ま
で
及
び
二
千
七
百
五
十
番
地
　
所
在

一15一

　
三
万
五
千
二
百
六
十
六
平
方
メ
ー
ト
ル

同
町
同
大
字
字
宇
津
三
千
九
・
十
三
番
地
、
三
千
九
十
三
番
地
の
昏
惑
の
一
及
び
二
、
e

’
三
千
九
十
四
番
地
、
三
千
九
十
四
番
地
の
乙
、
三
千
九
十
五
番
地
、
三
千
九
十
六

番
地
、
嗣
二
千
九
十
九
番
地
か
ら
三
千
百
十
四
番
地
ま
で
、
三
千
百
十
．
四
番
地
の
乙

の
一
及
び
二
、
．
三
千
百
十
五
番
地
か
ら
三
千
百
二
十
三
番
地
ま
で
、
三
千
百
二
十

三
番
地
，
の
乙
・
・
三
．
千
百
二
十
匹
番
地
か
ら
三
千
百
三
十
八
番
地
ま
で
、
三
千
百
ミ

十
九
番
地
の
一
及
び
二
、
三
千
百
四
十
番
地
、
三
千
百
四
十
一
番
地
、
三
千
百
四

十
三
番
地
並
び
に
三
千
百
四
十
六
番
地
　
所
在
、

　
十
三
万
六
千
四
百
十
一
・
七
』
平
方
メ
ー
ト
ル

同
町
同
大
字
同
字
三
千
九
十
七
番
地
及
び
三
千
九
十
八
番
地
並
び
に
同
町
同
大
字

字
麻
津
三
千
三
百
四
十
入
番
地
及
び
三
千
三
百
四
十
九
番
地
　
所
在
・

　
四
十
二
万
千
四
十
九
平
方
メ
r
ト
ル

，
●

●
　
　
写
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。
●

●
　
　
．

　
同
町
同
大
字
字
麻
津
三
千
三
百
四
十
六
番
地
　
所
在

　
　
七
百
八
十
六
・
一
八
平
方
メ
ー
ト
ル

　
沖
縄
島
国
頭
郡
恩
納
村
字
安
富
祖
高
武
名
原
千
三
十
九
番
地
の
二
・

　
　
二
千
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル

　
同
島
名
護
町
字
宮
里
名
座
晶
晶
千
百
五
十
一
の
六
番
地
　
所
在

　
　
五
百
六
十
一
・
．
九
八
平
方
メ
ー
ト
ル

ニ
　
建
物
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

－
東
京
都
小
平
市
上
水
南
町
五
百
七
十
番
地
　
所
在

　
　
鉄
骨
造
亜
鉛
メ
ッ
キ
鋼
板
葺
二
訓
点
建
　
　
一
む
ね

　
　
　
総
床
面
積
　
二
千
三
百
十
七
・
九
，
平
方
メ
ー
ト
ル

　
　
鉄
骨
造
カ
ラ
ー
鉄
板
瓦
棒
葺
　
二
む
ね
　
　
一
　
　
、

　
　
　
総
床
面
積
　
千
四
百
五
十
ん
・
六
五
平
方
メ
ー
ト
ル

所
在

一17一

　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
L
ト
造
陸
屋
根
平
屋
‘
建
　
　
一
む
ね

　
　
総
床
面
積
　
六
．
・
二
五
平
方
メ
ー
ト
ル

，
千
葉
県
勝
浦
市
芳
賀
花
立
山
一
の
＋
匹
番
地
所
在

　
コ
ン
プ
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
陸
屋
根
平
屋
建
　
　
一
む
ね
－
　
・
　
　
．
－

　
　
，
総
床
面
積
　
百
五
十
五
平
方
メ
ー
杢
ル
　
，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
’

　
補
強
ゴ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
陸
屋
根
平
屋
建
　

］
む
ね
　
　
　
　
、
望

　
　
総
床
面
積
　
二
十
二
・
八
八
平
方
メ
ー
ト
ル

同
市
墨
名
字
楠
ケ
谷
ロ
五
百
四
十
四
番
地
の
二
、
所
在

　
補
強
コ
ン
タ
リ
ー
ド
ブ
ロ
ッ
ク
造
カ
ラ
．
1
鉄
板
瓦
棒
葺
平
屋
建
　
三
む
ね

　
　
総
床
面
積
・
百
毛
十
三
・
二
平
方
メ
ー
ト
ル

鹿
児
島
県
熊
毛
郡
南
種
，
子
町
大
字
中
之
上
字
山
崎
二
千
三
百
六
十
一
番
地
の
一

所
在

　
　
　
　
・
．
↓
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
馳
　
●
　
轟
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．
●

●

‘

　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
陸
屋
根
平
屋
建
　
二
む
ね

　
　
総
床
面
積
　
九
十
四
・
九
三
平
方
メ
ー
ト
ル

同
町
大
字
董
永
字
宇
津
三
千
九
十
七
番
地
及
び
三
・
千
九
十
八
番
地

　
鉄
骨
造
カ
ラ
ー
鉄
板
瓦
棒
葺
平
屋
建
　
忌
む
ね

　
　
総
床
面
積
　
四
百
．
十
六
・
一
二
平
方
メ
ー
ト
ル

　
鉄
骨
造
陸
屋
根
平
屋
建
　
二
む
ね

　
　
総
床
面
積
　
七
十
六
・
五
八
平
方
メ
ー
ト
ル
　
　
，

　
鉄
筋
コ
ン
フ
リ
ー
－
十
造
陸
屋
根
平
屋
建
　

一
む
ね

　
　
総
床
面
積
　
七
十
九
・
八
二
平
方
メ
ー
ト
ル

，
，
コ
ン
ク
リ
ー
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
陸
屋
根
平
屋
建
　
五
む
ね
’

　
　
総
床
面
積
　
七
十
・
六
四
平
方
メ
ー
ト
ル

同
町
同
大
字
同
字
三
千
九
土
九
番
㌧
地
　
所
在

所
在

一19一

　
鉄
骨
造
カ
ラ
ー
鉄
板
瓦
棒
葺
平
屋
建
　
　
一
む
ね

　
　
総
床
面
積
　
三
十
入
・
九
三
平
方
メ
ヒ
ト
ル

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
ス
レ
ー
ト
葺
平
屋
建
　
　
一
む
ね

　
　
総
床
面
積
　
十
五
・
〇
四
平
方
メ
ー
ト
ル

同
町
同
大
字
字
麻
津
三
千
三
百
四
十
七
番
地
　
所
在

　
鉄
骨
造
陸
屋
根
平
屋
建
　
　
一
か
ね
　
　
　
　
　
、

　
　
総
床
面
積
　
二
十
平
方
メ
ー
ト
ル

　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
陸
屋
根
二
階
建
　
二
む
ね

　
．
総
床
面
積
　
五
百
七
十
・
九
三
平
方
メ
ー
ト
ル

　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
r
ト
造
陸
屋
根
平
屋
建
　
｝
二
む
ね

　
　
総
床
面
積
　
二
百
七
十
一
．
六
四
平
方
メ
ー
ト
ル

　
鉄
筋
コ
ン
タ
’
リ
ー
ト
造
ス
レ
ー
ト
葺
平
屋
・
建
　
一
む
ね

一20一

ら
　
、
●

●

●
　
　
　
　
電



。
　
．
●

●

6
　
　
　
　
　
9

　
　
総
床
面
積
　
九
平
方
メ
ー
ト
ル

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
陸
屋
根
平
屋
建
　
三
む
ね

　
　
総
，
床
面
積
　
五
十
六
・
一
六
平
方
メ
、
ー
ト
ル
，

同
町
同
大
字
同
字
三
千
三
百
四
十
入
番
地
及
び
三
千
三
百
四
十
九
番
地
　
所
在

　
鉄
骨
造
陸
屋
根
平
屋
建
　
二
む
ね

　
　
総
床
面
積
　
百
八
・
三
五
平
方
メ
ー
ト
ル

　
鉄
骨
造
カ
ラ
ー
鉄
板
瓦
棒
葺
平
屋
建
　
　
一
む
ね

　
　
総
床
面
積
　
百
平
方
メ
ー
ト
ル

，
鉄
筋
ゴ
ン
ク
リ
沼
ト
造
陸
屋
根
平
屋
建
　
　
一
む
ね

　
　
総
床
面
積
　
十
七
．
二
一
回
忌
メ
ー
ト
ル
　
　
　
　
　
・

沖
縄
島
国
頭
郡
暴
村
箋
富
祖
高
武
名
原
千
三
＋
九
番
地
の
二
，
所
在

　
鉄
筋
コ
ン
フ
リ
ー
小
造
陸
屋
根
平
屋
建
　

一
む
ね
．

一21一

！

　
、
総
床
面
積
　
百
六
十
平
方
メ
」
ト
ル

　
　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
陸
屋
根
平
屋
建
　
三
む
ね

　
　
　
総
応
面
積
　
五
十
八
平
方
メ
ー
屯
ル
・

　
三
島
名
護
町
回
宮
里
名
四
喜
原
千
百
五
十
一
番
地
の
六
　
所
在

　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
陸
屋
根
平
屋
建
　
窄
む
ね

　
　
・
総
床
面
積
，
百
六
十
五
・
』
ハ
六
平
方
メ
ー
ト
ル

三
　
工
作
物
．

　
茨
城
県
那
珂
湊
市
平
磯
町
三
ッ
塚
三
千
五
百
六
十
三
番
地
　
所
在

　
　
衛
星
磁
気
モ
ー
メ
ン
ト
測
定
装
置
　
　
一
個

一22一
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●

●

政
令
三

号

宇
宙
開
発
事
業
団
法
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
（
案
y

　
内
閣
は
、
宇
宙
開
発
事
業
団
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
号
）
附
則
第
一
条
た

．
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

　
宇
宙
開
発
事
業
団
法
附
則
第
八
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
の
規
定
の
施
行
期
日
は
、
昭
，

和
四
十
四
年
十
月
一
日
と
す
る
。

“

ノ

／

〆

●

・
●



～
’

、

、、』

●

眠
－

㍗●
、

、

　
　
　
宇
宙
閉
発
事
業
団
法
施
行
令
案
要
綱
　

、
　
v
’
　
　
　
」
　
・
　
　
‘
　
．
「

　
第
一
．
政
府
が
宇
宙
開
！
発
事
業
団
（
以
下
「
事
業
団
」
と
い
う
。
．
）
に
／
対
し
て
行

，
書
出
資
の
獣
的
ど
す
乃
土
鞄
等
η
評
価
犀
っ
暴
評
緬
委
員
そ
，
の
他
必
頑
な
・

　
　
事
項
を
窟
め
る
ご
と
σ
乞
　
，
一
。
…
　
　
　
　
　
　
，
　
．
　
　
、
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
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　契験の目的

ノ）　S3一姐型ロケット

　　　　強化プラスチック製固体ロケットで丁子島上空約60

　　　Km一までの気桑（風向、風｝資、気1犠）を乳－捧’コし大尽ロケ

　　　ット打上げ集レの深の箕粁を得ることを目的としている

2）　 LS一一〇璽乏ロづ禽ツト

　　　　人工一塁打上げ月qロケットの掬3段日に予定されて

　　　いる減体ロケット煽発のため酌3，5’トンの平均推力で、

　　　約40ひ砿凱ナる：篇1遥ンジンの麟・・ケヅ｝崎fl」
　　　2段［1とした1ド・：fl嘘にfド。2乏’1とrヶソ幽ト’ζ、しり、演ll：ロケツ

　　　トに採1ナる演llゴ資瓢1セ得ることをE；りとしている．、

一3》＿型。ちツ：黒瀬乞・一一・o細・

　コ4（抽碗窩観　　　　人ユニ衛乏』打上げ川’Q・ケットのガスジェットによる領

　　　御寮衛の開発のため3載謂御をおこなう前俵階として、

　　　機体軸捻り‘二）みの創御をおこない、その技告資層を得る

寸4》

5）．
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ζとを目的としている・　洲W轍晃按劣
R晶16畷助ツト伽伽寺ゲ賄砂酪．
航空宇宙撫チ研究所の・ケットであり、N価！6型1

ロケットの佐能向上を図り、その技術を確認することを

目的とする・78●／η趣向撹の鎌．
耳A：Lク型ロケット

　航空宇宙技術研究所のロケットであり、ロケットの動

安定等の研究を目的としている。
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獅廿4庸瀕て次観測砺ト笑験引綱榊（鋤

％斥U44昇」『3月1

東京大騎鮪腔碕究所

●

◎

　鴇召和44昇；タ麦，第f次観ラ則ロケ》ト黒黒は、i丁一160型3号オ残’・S－2’0型

1，2，D・号オ蔑・，　S－300型2．3、二号機．K－fO型51号オ1幾・、K－fOσ型2

号織．・K－9M型26，27号枇L－4T島傍概L－4S型4徽
M－3D型1・号オ幾．M丁一135型4f．42，43号’橡お’よひ“M三一135P＝型

2β徽の含計昌椥魁蕨験を4了ナ鵬＋画費催
侭〃｝i契験目曾勺は次のとおりである。享rく．卜4T型ロケットは三二庁

との契…同．疹ξ：馬灸：てqある．

・鋸お，％和44昇七・ら瑠和46年編纈行は太湯貸下期風解観

測坪（1ハ＄Y逮あ福ているのて“、今嫉験はご趣旨Kラ曾
・り」」う’心懸画しγ～モ2の’である．　　　，　　　　　　／

　　　　　、
買　イ・ソト・

MT－135r　4t42．4β

MT－f35P－2，3

四丁ご160－3

’S－2fO－1

S－210－2、O

S－300－2
S－3ρ0－3着

K－10・一5

｝く一10C－2

K一圃9M－260

耳 鮒
気温，風の観測
気ラ豆，風の観ラ則

大気電離：量観ラ二

三しよう寸・主葺ヒ試験

銀ラ可X線パ観測，一

雁し抽性鐸幟淋グジャ4酵勢計の試験
トリメチ1レア置レミニシ久1■■■■■■■■1くよる上層風の観ラ則

杖一大気山濯野光二道光温光赤外線電お鍍身わ彊度瞬繊「

丁VC装置1くよる23三蕩し鷲河御平．験

電波雑記’の観測
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k一　テM一，27．’

Lrヰ丁㌦、イ・

Lr4・S－4

ト！1一・3P－　f・

フ》ズ犠、鋤可x三七絞放射線融立勧観測

飛し串う性能試験・　♂1
最終段uケットの奪努・制御試験

’飢まう性能試験・

最終段ロケットの手勢制御試験・

ドソフ．ラー周縦鯉隊よ礁・臆廟三生痴試験

放射線帯粒子の槻ラ則

飛しよう同門1曾琶該式験　 ．　　ご

’1．治験裳施質任看 、

三巴噸両石初帳∴駒・：卑回

外“
（卑4

一2一

惣

碧

昌
「
騒

、

●，●・

●　●．

暇
糎
¢
み
、
，
b
ロ
．
N

葉
無
癌
，
索
蓮
ミ
三
三
三
三
痕
妬
郵
寸
永
．
栄

’
　
　
　
　
　
　
　
、

“
へ
“
導
風
潮
勉
め
ト
　
　
6
領
証
一
般

幣
箋
冷
謡
票
ト
餐
永

ミ
“
其
「
需
“
粟
旧
記
祭

聴

§
＼
、

o）

~

も
的

寸
N
　
暗
、
N
ミ
，
史

‘，

~

り
，

耐
　
’

|
製
索
鳶
稿
饗

崎
、
㍗
い
ミ
　
怒
、
敢
鼠
ミ
ピ
ミ
奪
．
6
．
果

、
零
ミ
尽
　
望
診
＆
鴇
ぐ
§
筋
　
駅
粟

　
～
　
怒
d
ミ
鵠
～
§
的
　
巡
①
禾
§
蟻
購

奪
～
偽
、
偽

ミ
寸
～
ミ
偽

蛎
、
帖
～
蛎
“
偽

§
へ
ぐ
ミ
N
　
　
噛

ミ
、
～
隷
、

ミ
～
食

い
黛
ミ

6◎

ｦ
～
“
愚

（
三
又
）
‘
鼠
黛
・

島
ミ
ぐ
も
ミ
脳
寸
．
壌
兼

※
ゐ
察
ゆ
↑
簿
妾
虫
売
禾
サ
♪
鴛
嫡
又
§
嶋
鍵

廼
婁
、
　
“
叫
永
麹
、
ぐ
亀
ヤ
．
攣
、
翰
氷

§
ぜ
ミ
ら

聴
、
～
聴
、

亀
挙
ミ
Nミ
～
遷

~
～
も
ミミ～
禽
　
凸

　
　
1
、
漉
均

’
、
ミ
之
捻

（
寒
×
）
雑
一
身

％
ト
～
、
ト

喝
、
～
へ
穐

途
～
塁

提
～
寒

§
～
濃

ミ
乙
§

偽
ト
ぐ
§

畏
～
ま

爵
～
逡

も
㍗
無
挺
～
畏

へ
凝
）
賦
毒

如
婿
特

寸
．
賑

寸
．
爪

尊
鷲

謎
．
＼
．

ト
ト
、
、

ト
．
“

こ
《

㌦
ト
、
．
、

㌧
㌧
、
．
魅

．
（
§
）
軸
制
細

ミ
寸
、
、

め
偽
ト

め
偽
ト

も
“
特

も
咽
特

も
へ
特

も
も
侮

こ
句

、
ミ

臣
下

㎞
∩
。
、

（
§
．
§
）
週
重
．

，
℃
、
偽
『

煽
．
℃
ト

偽
．
ミ

郎
、
．
こ

卜
祀
ミ

寸
“
“
，

寺
翫

．
高
、
6

望
．
寸

偽
碕
，
り
　
’

寸
ぺ
ぢ
．
　
≦

（
§
）
嘩
臣
細

寸

寸

寸

N

N

N

ヤ

、

、

、

」
．

顛
■
懸

丁
田
1
Σ
寸
1
。
？
寸
ム

T
↑
寸
ム

ト
N
、
浅
1
…
玄

N
も
O
T
×

や
ミ
立
ピ

讐
叫
，
§
あ

顧．

m
．
〒
9
N
毒

oう?_
直
一
　
1

而
、
N
一
丁
呵
ご
芝
等
．
N
寸
．
マ
下
鴇
鵯
∴
Σ

・一 R一



¶

b

　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も
　　　　　　　．．＿，■．　』．．．・』　　…．・　．

＼3・．D鰍渤、．．、　・．・．‘・．．一』　、ご・一・

　　　　　　㌧

　　　　　　　　混児島期牌隅甫町南縛長坪．．．・、’．1・’

　　　　　　　　鯨縛麗児島学欄間観測哲，　　∫・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　．一「：東《逢β1ρ04’45”’　　．　　，　　　　　　．　　　　　’・噛

　　　　．　 一．’

x． 塩､蒋　　3f『f5”00”．　．　　　　「　　　　　　　　．　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト．　1．．　　．　．　　　　．　．　　　　，　一’●

．’ 黶f 慰撫．＝1；．’蜘ま1σ『癒1・1ぞご密i揮罎F．：や．⊥！●嗣魑

1’ D』．層

§
｝』！’

．
　
【

一

’ロ）プヅト・

S－210－4圃

K－9M－27

S－21σ一2

M．一3D－1

S一・300－’一2

」丁」160－3

K－9M－26

しみ4丁一．1．

MT」135－4f
　　ノ
K－10r5

裟i鱒更日・

3，月7三体）

曾月．80（金）

曾月舶（日ジ

・曾月200㈹

　り　　　　　　ま

．＄．耳♀自薦（金）’

9日・2日（幻、

．9月．6．甘． P勾∵

海 魚』．將．’釦

1rOO～11：30ヌ、1ま．14：00へ・’4：30

21こ00～・2ド30
・21．100・ん1・21：・30’＝

’「4：00～・14．こ30．

11こ00《り1．こ3b又は．14ψ0ん741ご30

11二〇〇へllこ30ヌは．f4こoo＾f4こ30

．． D．
ﾜ00・）17こ30

沖1・R㌧：帰2～2・ご00
｛1：00’」fl：30．又はf4こ00ごイ4：30

20＝30～21＝00・、・・．・

延期る場餉期聞

．8耳7H・馬、8脚

8耳雅のみ
8百町H～2月25甘

診亘20日』朗25旨

．三脚ト叩25『

♀ ユ ～朝言．日

ヤ　　　　ぎ　　　げ　

9耳6日序9耳8日
評・∵．：‘∫ニマ、∵1

o

●

一4一　．

●
伽　　　　　　、

■

「　　　　　　　　置

／



㌔

1、・．．．’．．．る　．・》．・∵r覧・．．∴・、

MT－135P－2

．MTr．135－42．

　　　S．一・300－3

　　…＝

Lr4S－4
K－10C－2

MT『35Pβ．

詞Tレ136弓43

9彫甘（勾
　　，　’，．

9旨22ヨ（月）

箱26日（金）

9聾（幻

噛

隔

．　■　，　．　　　　　r一．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一　，　駒r一．　　■．．丁　雪　「．　　　－　　’　T　　．　　・　　　　　　　　　　　．▼　　　　．　一　　　　　　．一　一

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　●
｝

　　　．
@　　■　脚
@　　「　　　　．

F
　
　
　
．
　
　
　
7
■

∴1「欝rl驚ア㌍rr〒Tl　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　四．

　　　　　　　　　　　　　　　．

f　1ド00～ll：30一
，
宣
㈲

14ご『O0～14こ30

　　　　　　曜．
@　　　　　．@o@　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　．唱．

D9耳ワロー9脚
1己～ξ2σ～　’9ご5カ

（月）
却L2　　　　　》3・・11＝00～11：40　　　　｛＝2　　《一　：0

9肩「22日～9月28」口

　’
@．@　，　●

陶 11：00＾1130ヌは14こ00へ14：3 曾月26甘へ9訂28日

　　　　　　嘲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，．L

H．　llこ。σ＾∫11．こ3グ．・　　，

i士）．

m
ρ

1己こ1ヰこ00－14こ30ピ　　　　o層

　6@　　匿．．

D　．．．．∴．∴■・．・　一・∵．．．．．∴∴．・．．．曜、．一1∴ξ；．ンー．㌧シ・．．一∵誠f♂・∵’〆＝’r鯛
諸ﾕ蕪藤嚢薙藁欝嚢議；難点…　　　，

畠．「■T「

●

暫

、

♂

P

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　．ミ・四戒の細．・．．1，．㍗’．・．’．1∫ジ’・．∫「一・．．賦

。．’ Alr．．1－1糧豚儲景・’㌻．一．－1’▽∫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ’　　　　．．　．ρ・　　、．　　　　　　　　己　　』　　．’　　『　　　　　　　　’、∫

　　　1四海搬舘憾嘩三叉適痢1：匠　を

◎。1．1．．一㌃離盟爾翻醐．’1．．・　　∵

／一．・・，ゴ源．1．・・「191．1：1綿：錦簾1麟ll∫1デ㌦　・、

　　　　邑．．．・．．』’（9）｝ぐ一10－5号機㍉ぐ通田『L．．．’

　　　　ゴ∴．1：1瑠溢覆再再灘幽．源1．「1．．‘，

　　　　隔．㌃．…’・．．．・（’2♪L二「4丁二．傍柳く適宙、∴．ン　、。

　　　　　－19．・．”《β2い・4S－4号機嘘ザ．・＿，1．，．、・1
　’　　　㌧・・．　11．　・・ぐ149M・・きP÷・脚1号機’κ≧琶，閉・l　l．．．1・．∴．．

　　　　　　　　．・．・一一「一一5’「’1・1－’、一　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　鴨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　．　　　　　　　　　曽　　一　　　　　　　　　　　　　　．『　　　　　　ノ



6，豪験の導頒

（1）励ケヅトk顯湘灘は牙撤玉詠禾す劇である．、
（2）∫k－9図一27粥1欝びSよ210二曜徽畷験K豫レ鋸鯨
　噛禾自首瞬山天捧物裡観測所をはレめ・；糊涌　k．欧ナ順天文

　　榔財ヅト髪見測K協かしで地上観ラ賊冠羽縦て・ある．’

．（3）S．ざ300二3盗聴桜鹸K瞭レては・畑物ll】轍徽1

　愚闇姻繍の鯨火鞭賜内顧’撒跡曜いマ
　地上ヤ・ら慰撫よ縄数回観測・胴時K行励縦伽　●　9．
’④s－300一磯徽1御ナる上醐槻幽幽縮融融
　’蘭獅：欝び甲山’」41ηκお・喫行ツ助．

晦験は蘇お蜘概地禰Kよっ艇贈る＝とが踊
　延期纏甥知殊よるときは・当ヨで％膚旧く報知
　’鍋轍（ラジ褥）を画すち．1款㌃．研究劫理由kポるど　・
　　きけ、不測の緯宅1くウとブ〈場倉以。クト！まケナ’＜とう前ロ

1牝報獅る微（ラ廻章）帰ずる漁集関ろ獅鮒　一
　　する報知ば漁業聯鮪蝋びて弱そ亨う・

（6》　豪験…≧frロ　‘よ　瑳見ラ夏タ1潤自「やk…　1く、賛纈…を　楊1†嶋る，．　’

　廃射3紛前己繍灘飾τ二、サィレソを賦す・

＼鷺i累勝軽物聯磁のづヤη嚇蔦○●
　　発勲揃細緻卿あザる．腋ヂ勧場倉は聯騨
　　入’1跳火吻う茨験終了後は柁火・2卿．あげ赤椀
　　おろレ，・孝γくは赤色ランプをうがす♂

（7）今織当膨め輔車1ま・艦上即・・て信鹿購線管療海蛍κ

　　つ、、ては．第，o雛海上1薪本部Kぢ癩いけてい謹の翻・
　　は才で倉ぜあ止是め1くい．手職克些Kつ・」では混児島航1

　　三保4峰務所三四の上三三：を考了なうゼー’㍉

　　；観測抑寸近の峰上お謬ラ毎．ヒ1くっ・1ゼは東東木’掌Kおトパ

　　て三門鞭劇潮聖靴凱・手畷灘旧く耀さ，
　　　　　　　　　　一6』　　　・　・．‘　．．

　　　撫海難視レ殊よ傍戒Kあ7てる．
　’（曾咲鹸1森レては混陥鰍イ薪部およ厩賂腔腱
　　　穿務祈と槻測跡幼聞k連諦閉劃言回線練京火都“

　　　閲設レ連纈を派曝し燦鷺†邊甜1て黙る．

　　（9凍卿1繕躯撚1く一塁勲“鮎入らナ糾う1砿
　　　ネ腱即縄蜘幻ろ・，

7．報道関蘇　　 ．　・。　∫　　一，＼1

　　（瞬瞠灘繍」dよ．次の即寺1也ケ叶を燗レて取禰便
　　　重［’を・1ヰヤ、る。　1　　㌦　　ゴ

　　ワ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　’　　．図引．i鑑蝿．．

　　娼瞬．’．．識

　　。ごじ紅畠rl
　　M丁一135一ご4」　‘・．・

　　M丁一135．「42
　　邑T一一315P・一2

　　‘k山’1q二5．

　　ご忘r3。o－3’一、㌦

ド密・・

指ll躯；1声擁llllて↑1

　　　一：7一　　　’



－
「

　　ノ　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　、ω衷絵の蘇1くっいてば撲験終ア4嫉諭三三慨晦

　　’発表を行なう。一．

三三験主イ壬，¶
ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　S－210－f’S－300－2’K巨1σC－2’M丁一ノ35P－3・

　Mrf35－43　　．，繍四二郎　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　　KrウM－2笹21・一2x’・ト・稔

　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　　k－10一‘5、1丁一ノ60－3，K－9M－25、3－3・0－3菰’

　　M下f35P－2，M丁一135「4L42．乎尾卿雄

　　恒二3ρ吻1　1　’1∫蒜不吉玄予

　　垢一4T一｛ジL－4S－4　野対曲

●

ぬ

r
仁

一8二



●，

¢・、

県

道
／
廻回●・

適一＋ズrx．｝’　x

　　　80

　　　　　4ζρ備

　聖　ランチ高点ぐロケシトセ．ン：ター）

　2計器センタ’

　3受付
　ヰ鋤ト山ル・セソグニ回

　5　テレメータ。センター　4『

・1轍殿＿沙

礁

引
一

4

弗咽牽
街
上

｛

困
・

1』iL一命1

崩卯7

回’

赫誓戒線

↓〉

薫
　
毒
1
召

Io第1光学・角llポンプ室　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　㌔　　　　982　　　ミ’ユ」セン＝タ＿　　　　　’　”

｡　　．　　　　馳

ｦ　SA台地

�C象台地　　一

@　　　　　　　　　且

　　．

｣力向14乎　N・象　、　　　一

@　　　　一丁f

8 醐h昌 Yギ罪…晒…’

，＿．一＿～＿＿一＿．＝二」二＿：こ1．．．…’…” ≠ｲ∴．．．”∵∴．一。．．，，　　　　一

、

　鴨9　一

7

V
、

、

■



’別紙②　陸上｝（おける誉i戒区域て・L型ロケッ、ト．K：滝吊）
別旗（3） 陸上K甜3甑区域ぐ艘・煽卜’三三）

、

県

．書
’

声
・
．
＼

㌧
ぜ

．不

ｴ
，

葱
一

M
．
・

激
舟
ノ

網粥
、堵．、

　、，
　　冬、
　　　、圏、、

1κ帆

’

道，

　・口・

’気象台地’

●　●
＼　　、

、、～界“
、

、、

　＼

．r

ン
タ
ー

射
点

□
ミ
（
ユ
ー
・
セ
ン
角
ノ
レ

一　p太平洋

テレメーターセン『タト．

　　　4ア

◇コ
■
ン
ト
，
7
，
ル
．
セ
ン
，
一

O

。
詑
・
，

げ

〆T・

テレメ「タ包♪・夕一

〔コ　『・

o
き†球包》9一

　
ノ

亭
．
ト
ξ
タ
’

◎．◎一

◇．一

コ》卜0一’レセ〉夕」

　　　　〃

一10一 一11一・



「

陥（4）海上1こお・俗務硬1区域
　　　　　　　　　（卜4丁』i3と「一44，42，4i3男機」く三三）

L（醗～射・莫）3「075，00クN　　131。σ4！45”ξ・・

　30’5渚ヲ6統肉β19Z3ζ05”疹

　’左ヰrハごとする半径43NM，（8K1帆）め戸i

L－0　217N卜4て50　k瓢） ●

N

●

、

魯・

’

．一
ｪ2一・



●

：別舐（め泡1ヒKおげる落「F予想区了或

　　　　　　　　　　（｝》1丁・「155P－213專ネ髪・，＝壷正用），

L（整纏）刑5’o・’N

　　　　、31。04！4・5”E

　31。04！249Nl引ゆ1ず30ρE五

　．中八ゴとするギ紹…2・クN卜1（5’k飢）あや『

　　L－0　　　’2。6『N「》1（24K帆）

，　”

、

1●

r15，一



　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　覧　■・　　　「

驕（6｝津1て隔落下予想幽（　　　　　　　　　　　　　IT」160－3】蜜機∂こ蓬亘用）・

L（碑莫13七三’βlw千ゲE

『3・・ヨ6’5幽f3’r3尉3・Eを腕とする

半弓8・1脳qぎK徹）め円

・L－0’459Nト1（9ぎK曝）・
●　　■

昇1胤噛踊ける落下予四域（S－210－LZ・嗣彬1こ翻）

、葛し　　‘三三回向ノ45◎

　　　　・～
5〆04ρ0グ1＞　152。02’00㌃…　を

　→7肥ゴとする半7蚤／5之〃1》7（｛30k伽）’

’　の円

　　レ0．8613N図（160k徹）

0

N

’　『　　　　　　　9　。
〃

1：6．○　丸

、　『一

k

1－ P4一 同15「



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆコリ

　　孫（9）海上繭げる臨掘と晩’　…
　　　・　　…　　　　　　　　　　　　　　（S－i300－z，…虹㌔唖～1ぎネ髪、1こ壷L痢）

轟焔
　　　　　　　　して三三莫）引。15り。’川31004！45”丘

　し　確う句143ρ

　2町・23’00〃N132・35’0。”葺ざ

．恥とするギ径21・6脳（棘9あ円

　L＿0・　’34ら身N卜4（2・5’0κΦ9

1
　
　
1
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
1

　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
－

　　

@　

　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1

ノ 〃
ん
T
T

＼・・
af

！

○’

、一
P6一・

、



9

μ
バ
T
T

　　　　　　　　　　　　　　　　　L

鰍（糖上湿る藩予趣旨（・k－10－5購1伽）

縄糧
　　　　　　　　　L（糊帳）’31・15”・bルN’31・・4’45”E唱

　レ捲違方向匹4ぢ。

　　　　　　　　　　　L－0　　14・N卜4（26k帆）

　　　　　　　　智2段28。ユ9’00〃N13391午00”E遠中1サとする　・

　　　　　　　　　　　半径zイ～3へ」図（45撤）め円

　　　　　　　　　　　L－　oノ　・　ノ991「rN，卜1（370｝6汎）

’

’0

●．

満rz段
＼

●

、

，一 P7一



穂（1噛よ図るラ三徳醐

　、昌

　　．三叉点・

　　　’M囎汀解与”

　　一三隊，・．、

、

　〃唱　　　　　　　　・

　　　　　　（K－loと一z星機，適用）

9』’ 轣D一＼，…　’r・・

　　　L’ぐ三三♪’3r◎，批00ゆN　β1。04’45－E

．昌 Q31…脚73r・161三4〃騨いヒ

　　　　　する鞭ヌ8闘（？陶・の胃

　　　　　レρ’三図（32陶一’頓9・
　　却2級28ρ詔00”NI33’15／00〃Eさ中1い，’

　　ヘ　ヒするギ徹矧三十三
　　　　　L－　0’　，1‘743N卜4（360κ帆）　　　　　　　　　　　　’
　　炉　　　　　　覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　匿　ρ 〃

瀦
牛
「
寸
1

男，1舐（1D涛」二’ζお1ずる落千・予想区i臓

　　　　　　　　　　　（レく一弓ト；1一λム2ク号機？て」適口噴）

三三集

　；縫矛夘45。
　　　　　　　　　　　L（三三）31・15’06’N　　℃　・一

1ヤ1段　　　　　　13i∂04’4ぎ巨

　　　　　　　　　　ヤ’段引006’・0ξ”N131’12！0〆E

　　　　　　　　　　～耀靴とする半徴Z州㈲）の円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　レ　　　　　　　　　　　　　L－0　’g8N図（20kη1）
　　　　　　＼　　ド

　　　　　　　＼欝篇鼎漁噺

　　　　　　　　　　■

ケz微

0

○ ●
々え級

0

ズ

一18一 一19一・



/r

t

'' h T'i

,

                           '                      -t                           '¥Iil ,eNiSc(12) ;-iki-.l K J;fb,-i' ig) ,)-l2S-1 ii;p lig {ZlireS<(L--･ 4TL･1,Iil',]l35Siisi<Niii}i-l;i;l)

                     '                                   '        '                     ./    '                  '      ' ''' L(2ii2}"fiH'e]{.)310ls"oO"NIBtao4'45bE'
   i              ' -- 1-･.       '
                                        tt                     ',,2

,･,7,N,,,M
,i2111jiS,k,,IS!£,IiB'

33,SNMff(621,,vtft)
ptgS･8NM<lo.gkpt) C

4r,eNMwh'(g7Ie"tieR) P,,

iiS5!!t7LN,d (l3,4.)O},s) V'

     ,

tBZg?･",3
sS,lodo'b!

29 '.z4feo'N

13q lSzt'oet'E =

Silletingso

 L
B･c
 
-
1
1 l
 l

c

d

:`

  eNMsc,4 ;,g･

ma ,･
'}IS

k

bl4,'K,AP)-

t

   e

   1
3 o' S'o'p ph N,

1390 zS'oD' E

3O'46'oa"N
14p'og'oe F

  A
  a
  B
  b'
 -c
  C
'p  d

:

- g1O,l4',5O"N

 3 tO tS 'zi N

 51Oi4'16"N
 3 !e l5' l6'Tt

 BIO o9' oo-N
 3rals','od'N

 3 le Dtl 30"N

 3to T s'o d'N

.z2'l6lop'N

lbo.' pde"E

2.t'23lpP"N

)62e2g'pti" E

     ,

 /S`hs･bpeN

i7YxteE

  '. Isbs7,hdtv

/7 o ? erp`"F

'

E:
F:

13toos'･o2" E

131eO6'2g:'..E

i3 l' o7' 43 E

13tO Ot7,' 4 8i'E

    30 E)3 tO 43
13le 44'oo"E
13 tO S･21 Bo"F

)31O S3'3CS' E

      ,

7 S', S'N M (ttU) Kt),t>

8 1N M (!SO Kint)

･---･

164O,4pNMdi3o¢oK,,t)･t

Z7S,ZNNt
<StOK?,L)L

'
9
3
?
,
0
6
N

3ezeNM･
(S'6gK,M.)

'･･'-bl

zaot"MSg

.LGrfti)8'Dd']tV

tb2.ps'pp"E

 ispSa'ed)M
 16pt 3s'pe"g

SOK
3O7.7NN,

(7POK7,L)

2741Nvocrvt

3e9,3NM
(740knt)

)lO S･p 'e p".N

i76P 2Sipa" E

 2oe edb'poN
n ee /S'odW

.-

,

- 20-

(
N.

N`

t

e

.

li

1
;

i

1

I
i

:



「

．　／

ψ

馴、維（13） ’遂よ1ミお1ずう♪椿“F矛郊三三．’（L’4S＝4・薯機1く孟用）

●

9

●

2・クNH線徽稗）
瘡辺叩ワ脳（t3三

略鋤紹5・尺「

L　　隅
へ。　　半，

8b@島
3躍脳線（62K岡緬

応臨8NM（io，3K揃，）CG

繍輪贈D」

Z守「33，00”N

I3弓90ポOOの這

・ユ曾・2400る閥

Br934’Oρ9　E　．

”ゴ

≧2「6ち。〃”

160㌔O’081…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
（

30●30’o〆麗
、39’21’oog　E

30●4‘’oo9卜｛

14090げ08、E

撒鵯
，、！，

26’3δ’o〆憶

」もユ’03’0ゲ1…

　　　　の25〃占r40ρρN

36493S／06’ε…

L（経回莫）．　31。85’oo”N　1ヨ8，04！45”ε…

A
a
B
b
C
C
D
δ

’31’143朔　1引〃05’0ぐε

3「D15’2二fN

31◎141‘∂N

3Pl‘’16伊N

31。ogo　O9’闘

31『、ど0♂N・

3190ゲ3♂N

31・15’o♂N

、三1惣3蜘
’6z◎25’「b8E

　　　●

30Z，乙NM

（ζ60k7口

　131。o《2号E
　13100743　1…
　131●oゲ48PE

　　　　　ウ　1引●4・3’30ヒ

．131’44ノ。。ゆヒ，

131・豆3。。ε，

’1引033’30りε

巨：ク5＝5’NM（140κ帆）

，F：「 ﾃi）竃N．卜1（畔50k竹し）

一→＼N’

亀

ニー2f一 し

’．



　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ男り舐σ4）ラ敏1くおザる藩下回想呼戴（図二ろD一回機K幽）

　　　　　　　　　　　’O　L（鞠契）引・1ピ06N　131。亘44げ’ε

　　　　　　　　　　　　　　A　　　引●1∠2ガN．131・・43♂E

　　　　　　　　　　　　　　乱昌・　　51・1ギ5諏1引90ぢヨびE』

　　　　　　　　　　　　　　B　　会3hご3卵138・06。げE

　　　　　　　　　　　　　・b∫’引∵画引∂0710rEド

N

♂

1。’3D〃

｛博芋琴N図ぐ桝K犠）

ヤ2・3．穿殴　・　’…　　一・

　ノ
　，卸緬姻13がz8りが取、

　　中’じとオるギ掻畑島

　　（「4・0㎞）o）円　　　　　　　　　へ

　　　　　　　　　　　の　　L－0’48αZN闇σ陶

　　　　　・一22－　9』

　　　0’

鼠這ン／

Q　■・

6

　」、

・嶺・

　箒

　栽’

・逗

　譲
　　　

　玉、

謝

　蟹

纂

　曳

粛

’φク09・

・
戯
笹
圏
．
回
怜
祠
炉
ロ
や
煮
い

よ
マ
H
O
一
千
　
’
婁
以
バ
ハ
⊥
．
竺

翼
柘
章

　
へ

。。

ﾟ
廿
才
’

函
’
．
鯛
幽
四
三
．
七
爬

一23「

一一一

ﾍ
！
ε
7
・
一
一
、

r

　φ声06’

@、

I　　　　　　　　　　　」r　　噛

f　、

．1

ﾁ

5
　
回
　
廷
　
娼
　
饗
　
贈
　
き
　
？
　
の
「
　
、

　1

A
隻
　
　
、



、

デリ　　ンテ
砺頭部i

ご㌻82
5

●

一

、

トリメ引レ1しミ＝　×3

罫
竜
⑩

q 一
　　　　　　．

gリ隔レア1しミゴム

一

　　　　画

@　　　　　　　　　「
@　　　噛
@　　　　　　　　　　、ｩ頭つ。ツこ ノ輿　ム乞 テLメづ送値オ廷　　1タイマ

1
博
ム
ー 計番配　置　図

、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　64581

@　　　　・f　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

@　　　　　　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o@　　　　　　　　・　　　　　・　　　　駕　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

　、

X

8　　「
〆

一

　　　　　　　　　　　一f　　　　　5
一

ミ
ミ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－@　　　　　　　　　　　　　　　　1
f　　　　　　　　　・・　曹　S－300－3暑機全・イ本．図

●，



●・

ノ

●

ノ

∠464
レ祐ンス痴》サ 1珊競「 ’　　　　　．

　　　＼h　＼ぐ　　　　　　　　　　、
’　ノ

　　　，
@
ピ
⑨
ぴ

－，

H　　o

C《ぐlq◎ ■

邑

．｛ 続＼　塾　、
o

ノ　　’

黶@噸」’

@ミ噺 o『＼　　　，　鳳＼

oう

　　覧

黶
@
－
1
㌶
1
　
　
　
、
　
　
ノ

ト劉や ．r÷・．、．．6∵ 入 ＝
！ ズ

1幽、

_
　覧

f
t　　1

ゼ弘出ムウィンド

　　　　　　　　　，＼、一　　　セシ知ム占イ・電，i源

隔＼．イマ　　孔メ レー’トラ；久、♪φ

　●馳　　　’

黶u D．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　覧、@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く「、’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘、も亀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・㍉

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下＼、
@　　　　　　　　　　　　’言十　　　　　　　酉己　　　置　　　図　　　　　　　＼く

　　　＼
A．

@　＼　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　」@　　　　　　　　　　　　　気
@　　　、　、　　　　　　6558　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　＼、　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　’　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　’・　　　　　　　　　　、一　馬　　　　　　　　　　　　＼

@　　　　　　　　　　　　　　　　8
，　　　　　　　　　　　　、

@　　　　　　　　　　　｝

．岬 @　　　　　　　　　　　　　　　、、

@　　　　　　　＼

9一一』 ﾊ
　
ミ
ー
　
　
α
う
　
層

、
嘩 一 ．　膚　　幽　　・　　　　曜一　　一　　　｝　一

　　　　　　　　　一A　　　　　　　　脳 、

　　　　　　　’@　　　　　　　　　　　　　●@　　　r、　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1、’　　　　　　　　　　　　　　　　　S－300－4号糠全体図　　　－

一

、

い



l
P
ぴ
ー

ー
悼
M
I
，

、、

4ブ24

　　．y312
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
@　　　　　　　　　　　　一

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　@　　　　　　　　　　　　　　、

’

ミ
、

　　　　　　　　　　　　　　　　　’潤@　噛 ミ
ら

一 一

’

邑

IT－160≡3砦霧全菰卑

6
．
●

計器配置　図

ズ’ヒ。ン毛rタ

夕
皆一，

ρ　　　　、

ξ210

　　　　　「f

ろ454
i

一 、 、
一　　　　　　一 －

思
一 1

Sこ210帽機’
S体図



’

l
P
o
o
r

吉†眉ピ配・置・図

● 5

’

5270’
↑
！
i
i
l

イ454
“

－

焦1
ミ

！

島 、
、

〆 一
　　　　、 騨 決

●　　　　　　　　　　　P ｛ i

S－2／0－2，署機全体図

●



1
博
℃
一

○
ゆ

●

　　　　∠383一
　　　　　　　天体劒線観測届三道光＞i三三観測　　　　　　　　　　　一7，章噸鰹

　　　　　　　　　　　　　　　’
鰹層三舟フh一　；、

フ／

／㌶’／

　　　・

／　しrクアンテナ

〆　城姿慨鎚島を

〆

’

　＿＿一1

　テ身メ∴タ
／’

　型
　　　　　　　。占
　　　　　　三⊥エ＿’＼＼翅塑鑑：＿

齪＼上浦莚≧逸．

　　　　　　／
．⊥／三箆や

計碁配置　図 ／

K－10－5号’；機全体図



コマンド受信：機’

’A　　　　　B　　　　　レrダ“フンデナ（4コ）

「　　「　’一
チ】レタrダアゾ矧2コ），

ミ湘［
塑
疑
ゴ

二二制御部

加三三射，　　’

　　　，’L．　L

　　　A，　β

ゴ物iダ

チ』～rタ、

ノ

、

、

コマンドブンチ改24）1

　　　断面A」A

、＜1＞／

　i

　　　躍＿　づ
遺醐鴇．
　　　ぐ：藻レ

’　◇　　亀

幽勢制朗β

＼＞1、。÷『’

　一“トランヌボ｝ダ

　　1
門守B6B

計君門置．図
’

’ 9

1 ．紛268

伽 ’

7 4，463 ξ805’　　，
460

楓700・2幻98
i 350 1 43
一 ‘

P

←
　　　＼

g
、 覧

し
1

、

‘ 　　　　　　「　1P

魅
’9、　　　　　　　1 b ◎

一
◎◎

寸’
憩 博

一

一

K－10C－2一暑十全躰、函

’、

● 「●

● ∫●

2｝000

　　　　　　　　　　　　「1Z350
　　！翌塑ル彌・＼， 塵燃三三勇剖屯ガ ンゼンサ

「
、

、

一
∠
！
ノ

電
汲

定
番

隆
軽

　維・
測者
定右
下波．

『
雑
涯
七

三
濫

　テ
送多

撫タ

　テ

一
望
一

冝ｹニー翻

　　　　　　　　ヤ

ホィヴフアンテナ

吉士岩・配置．図

／弛メ滑
∠滑脱三夕

’

／ろ〃0，

℃
軸

4369『一
トー「＝「5869

器
寒

κ一9M－26号；機全体図

ミ
。
。
漣
一
⊥



一
“
悼
－

．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　■

I

L・　陶職3ρo幽　　　1
2，000

　　　　　　　　　｝
n磁見　計　テレタ送信 1

周1　　レダトランズホ洗ダ・

「　　、　圃

@　コ
i
　
！
　
9
－
l
i

磁波預淀器 棚×塑三三 ［

、　　　　　．

@　　　舳

@偽U　　　　　JP
一 一

「蓬頭融イマ

’ラrli凶 つr兜Z・マ表潔審

三頭用タイマ ヲ三分棘器　　　高功瑳電子観測昼 勇〃～汐アンデナ．
‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

嵜器二一置図

〃140

　犠@聴、　Q刈

5369　　　　　卜
@　　　　　　　　　§　　　　　　　　　　一

曹噸「

も
寒

q　　　　一　｝

も
鵠
ド

－

、
曹

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

@　　　　　　　　　　　　　　、f　　　σ 4869 豊

κ一9丹一27号；機・全体．図一

● o∫

・／
@
、



，○ ・o

一
“
帆
－

’

L－4T－1号；機全体．図

＼

、



i

ピーコンフンデナ

テしメづ声ビーコ）三皇信機．

デ1スビソモ「夕 Pゼンサ　　デしメータ送惰：機

　　　　’
岬／

1
ω
斜
ー

レダ用アンデナ

レri痛トラシヌポ》少

三度計，毛昆1匿壱ヤ／

孔ヌータアン：デナ

1

ズビンモーダ

．？委努・副御部

リズヒシモ・タ 　し
A　8

Pゼシザ

ゴマンr受催オ幾・

　　　　　　　　　　温笈計

　　断面A－A　　　　　　　二面B－B

　

！
1
」

矛3綬計器部

ズピンモrダ ゴセシド受値樵

7一　　　　　　　　　／ぐ一

@　　　　　　　　，

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　』1♂

一～一．一／

@　　・．　　　ズ　　　、覧
ズ
ノ
』

・　　　　　　　　，ノ

@　　is’

／
．
「
　
㌦
．

　　　　　l

k　　　　プ協ゴネグ　　　　　　　　　　　　　　　　イマ　　2毅接手部

巫L’

　　　　　　　　　」　　　　　　、

Lr4「「一1号：回書十器配置図，

ズビンモ「タ

／

●

○

、

＼

＼

19

◎

’

－
“
q
I

痘4ク2

L一∠LS－4考・：機全七教図



’

一
“
ぴ
一

．●

rーコンアンチナ

テLメ．タヒ・コン送｛融∴

フロ与

　　　　　　　　　　●

宇宙線観翻租　　　／

惣鍛憂L〃
　　　　　　　　ノ卑づアン季ナ

d鵬部

、デスビンモ・r夕　　　Pゼンサ ，チレメrタ送値椛
●　　　　　　殉　　　L AB

@「

．

一…き勢制御部
r

亀

一 噛嘲
A

頭部

リズヒシモrダ．

@　　　．　　　　　　・

A
　L

@B
oゼンサ　　　　一

@　　　　　　　一　．一
穿3殺謎墨譜

ノ

○

　　　　　ズど≧モーダ

　　　　　　・1慰ノー

　　　　　　　　　　　＼　　強

レ4Sr腸儲翻翻層
ノ

　　　　　　　　ら　　

∫　　ご　墨』干’

　ゐ論コネクダ・殉棚吻　　　　、

　　　　イマー1

　ゴマンド受信機



、 ・●
‘

■

●

、

、

1

今

一
“
M
一

．箪

♪，

　　　　　　　　　　　●



、

1
姻
q
o
l

’

ナソシャ

コネクタ

列て
電漂’一

　タイ《

、
み

／／

手勢制御鯉
電気部，．

　　　　ンニ
層　　　　　／ン’

　　　　しこ
　　テレメータ　’

　　2
　　テレメ．一タ

　　　3
、、，、

　～㍉一・・…・．μ’僧一

／地下轡観・ド

／／雌気轡計
ご・’

　　　’＼

　　　　．＼・

　　　　　　＼

　　　　レーダ
　　　　電源”

篭…勢内罐

・電源

　　　　　／，
　　　　／
　　　／
　　！！
　’／　　　‘

！

勢計
o

，
7

漫度歪計アンプ
之そド受信7陵

’

1

、
篭…’

リスめ乏一
1

勢．． ’

制

トラ〉スポ》ダ 御
装

姿勢制御

�u

置
，
工
1 M－30モータ

@（ダミー）
r　P　　　一　　　一　　　　一　　噛噂　一　　　■　　　　　・　　一　　　F 」　　　●　　　　■　　　，　　　　　　　　　　　　　　．　　”　，　　　　P　　　　　．

@　ζ
「「 ■　，　一　一 「蓋一一・一…・一一・ 、　r ，’Ψ．

ジ》イロ部 多　鴨

o

部

、
●

’T

ノ
h　　　　　　r

傷三厩振動計

，・ l二3P腸・七回餌働1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀

　　　　　　・’『・、’一一◎一’げ’』：，，ゴ 1・や

　　　　　Lピ．1・・∫∵’1ゆ’・．暫’・　∫’◎

　　　　　　　　　　　　　　」69・N脚’ダ脱源

　　　　　り690剛3　、1　＿．　、テレ・汐
　　　　　L’r9ダ．トラン＝ス7げンタ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チニックアウトコネクター

　　　　　　　　　　　　！，　　　．酒　　　　r拶甥斐信機

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、竃

1　サー陀、＼，蕊三ノ．1ミ鐙

　　　　　　ぷ6謡z　　　　　講’
　　　　　　レーダ’トラン7ζオミ。》，夕嶋・　　　　一　　　　　　　　　　　ノ

　　　　　　　　　　　　　　　、、、　　　’　　刀口：速度．：振．動、歪アンプρ

’弓酬吻97送峰漁レダ脱源

　　　　　　　　　　・…．．．図一5D－1号撚一衛皇（その2）

7’2，

1

○

偽
ミ

1

、

‘



SESノトート　K－NO．269・

L」4T－1，L－4S－4．号機の実験
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●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭＝和44年7月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京大学宇宙航空研究所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！’　　L
　1．　は　し　が　ぎ

　　　：L一4S型は、高度5～・6千ギロメ1一トルの観測ロケットとして、また、

　　一鞭星打上げのためのM－4S型・ケ・、ト・の棚実験用として・ζれに

　　必要な基礎技術を研究するための4段式ロヶ》トである。・

　　　玉「4S型・ケットは・これまでに山回4！1年9月洞1・2月・旧び

＼昭和42年胡の5回にわたって飛，よう実験が行なわれた．それらの経

　　過轡で礪々の機会醐らかにされて獣と纏あって・風による分

　　散0修正燦勢制徽ど・M－4S型の打上欲最樋要な役割を果す技術

　　三ついモては・多くの満足すべき成果をえて・いるへ吻・トの細部肋け

　　・る野合のブ・め・．4段を総合しての性倉旨麻だ確認される姪っ応ない。

　　　照秘2年4朋降・過去L一’46型姓じ磯つかの問題点を鰯U，

　　全般的な信頼性ゐ向上を図るため、多くの研究と試験ゐ～行なわれた。L＿

　　4Tr1；NS噌徽には・これらの成果にもと外敏艮醜さ

　　れて幡・その一主な点は、第1，．2段切離し装置に猟て門下爵胎

・ける解力緩和の碓旙じたこζ・第4段三筋鵡ピン引拠韓に一ノ

　・改あたζと、各段点火器め改良を行なったととなどである。

　　　エL4T－1，玉r4S，一場機は本年f－2肛実験柵下していた。

　　その際は・第1・2段・ケ必当来型よ嘱量イヒされた新型式。モー・

　　　　　　　　　　　　　　　　　一1・一　　　　、竃　　　　　　・



　　　　　　　．　　　／　9　　／　　　㌦噛　・　．　　　　　’

　　　　ケ＿スを使用するこどになっていたが、同じ型式の■一3H－4号機が第
　　　　　　　　　　　　　しコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　椴に郵て事故を起こしたため実験が琿三二た・そめ後の検討によっ

　　　　’て1こ醜は襯ブ「スタ騨し時亥1幽くらせた心して聯が・

　　　　・乙津行なわ漁くなり、このため補助ブ「スタ灘のさい機体後部噺

　　　睾を与えて、との部分を損傷したものであ為こと醐ら練なった、・今回・

　　　　Tは切離しの時刻を従来と同じにするとともに、切離一し機構についても切離

　　　　瑚滑謡われるよう改良を施した・第貿段モータ●”一μつ

　　　　いては・地上燃焼実験を含めて・各種の試験を行なってき㍗が・その績果

　　　1現留はこの那いモータ・，ケー即材質弓造には鯨力痴こと朔

　　　　らか肱つかる・しかし・．こ嘩討賜要な賄ならびに・本2働実

　　　　験目的とを考慮の上、今回の：L一耀、T－1，　1、一4S－4号機には在来型

　　　　のモータ・ケースを用いる計画とした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

’乞しご14匹1号機1・一　’／　　、

　　　　　珂丁一1号伽点燐鋤鯵年レ装置・第4段結論式など
　　　　各二分の改良の成果を総合的に試験する目的で計画されたもので、’－第4回

　　　　　珂㌃融ρ第棚型モー糊観羅ともに蘇のものと
　　　　暗々同じであるが、推進薬量を約65％k減らしてあるのでゼ第4段は弾

　　　　道喫する欄計器にはレーダト沸ボシダが組入興て籾・鋤
　　　　　　しコニドノ　ロ
　　　　段飛しょう径路を地上のレーダによって追跡することによって、切離し1

　　　　点火などの動作に：関する資料を求める予定である。　　’．「り

　　’、玉＿4T一三機の発射は方位角北から，9戯上下角b　4吐2ヤ行なわ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一2－

　　　　　　　1　　　　　　　・　　　　　　．ヅ　　　　　　　　　　　　・・

亀

の

●

■

●

れる・第4段燃燃での諸動作の計画は・表3に示すと籾で・腰は附1

図3嫁すようなもの嫌る・， ．∵’㌔・・

第1段は尾町よ三三が保たれ・三段は尾翼による安定の腰κ…

．高々度に誇ける安定維持のため、スピンモ・一三ーによ・って毎秒2．5回のスピ

ンが与えられる・‘このスピンは第3段に受け継がれる・、

　第5段の燃焼終了後、まずモータ部を切離し、づいでデスピンモータに

よってスピンを停止す’る。その後姿勢制御装置によって機体軸を予定飛し

よう七三琳に溺る局地水平の方向にr司ける・

肇勢制三三後1レスピンモータによって毎秒約5回のス㌣四三

三軸をそい儘に保つ。飛しょり径路が簸商点に達したところで、第3段計

器部、姿勢制御部を切り離し、1秒後に第4段に点火する。第4段点火時

刻は、地上からのコマンドによって修正することができるようになってい

る。

5．　：L」4S－4号機

　，主一4S－4号機は従来と同じ．く　、

D．4段式・ケ必の飛し上う性能試験’『’．　．一・

　2）第4段ロケ．ットの姿勢制御試験

1翻ン脚1プll三瀬よ砂ト雫∵鰍

　を行なう．ことを目下として計画さ池たもので、以上に併せて、放射綿帯下

辺の陽子・’電子の観測を行なうことになっていう。．

　　キ「4S－4号機で鵬4段球形モータは100％の点薬を回して

あり・．また第椴鰍機器とPぞレ頭トラ、ンヌボンタ＝の代り轍射線帯

　　　　　　　　　　　　　　　　　馬一3一



　　　　　、

　　　　下辺の電子、陽子の観測装置を組み込んでいる。以上の2点のはかは、L

　　　　ご4S74号機と・b一4T－1号機は同等癖られ噛り、その諸元は

　　・琴2耐と籾である・』　、，一・　　・’
　　　　　：L一一4T一，号機同様方位角北か，ら95。、上下角64・±2・しの範囲

　　　　で行なわれる・飛しょうの諸計画も表5に示すとおり、第4段以外にL－

　　　　4T一一1号機と向様である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　ド　　　4．第4段の構造　　　　　1

　　　　・第4段は図1．、・2に示すように直径48㎝の球形モ「タの上に計器部を

0・ 罇苟痰ﾌよう　伊1号騨進三巴

　　　　計器取付部の構i造は枠構造とし、カバーをアルミニウムにすることによ・

　　　　って簿造重量の軽減を行な『ている・また第4段の結合を確実にするため・

　　　結合は従来の～ックピ坊式に翫てM－3D型画S型と同痴引抜ピ・

　　　　ぞ。4本目方式敵めている・　　　　1’一

　　・5．姿勢制御装置

　　　　姿勢制徽凱一4T一秘「4r－4ども同Pもので・』その磁

　　　．を附図軟示す・内容的にはこ擁でのもの痢様に方向性ジャ和によ

ノ　　る婁勢検出装置と、8個の過酸化水素lH，02）サイドジゴットによる駆動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
　　　装置から成？て吟るが、取り扱いか容易なように構造設計の改良が加えち

　　　れて玲る・圏　．．・・甲一　1・．

　　　　ジャイロは・一こま嘩でその回融く常撮初にセッ聯方向株

　　　つ噸がある・従㌶・ケットの軸とジャィ・の鞠差が分樋ρで・ζ

　　　　　　　　　　　　　　　　　r・4一
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　－　　　　　　　　　、　　，・

の差を電気信号としてとり出して、これによって駆動装置のジェットを働

かせて差炉無くなるようにロケットの姿勢を変えていく。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノロ　駆動用のジェットは1種¢1ロケットエンジンで、構成の系統を附図5に

．示す。HO2・のタンクにはN2タンクから圧力が加えられて回り、弁を開

けばH202がエンジン部に流入し、こごで分解して水蒸気としてノズル

から噴射する。

　　ロケットには安定を図るため毎秒約2．5回の冬ピンが与えられて回り、

ジャィ自はこれだけのスピンがあると軸の方向を一定に保らことができな

いので、．スピンテーブルの上にとりつけてある。これはロケットに取りつ

けた電気モータによって、ロ〃ットゐスピンと反対方向に同じ向転数で回

転されるようになって齢り，従ってPケットが回転してもジャイロは回転

　　　さ
　しない。　　’　…

姿勢制御装㌫よって機㈱が予定された好加嗣ぐと・レスピン

チづに鰍し納晦旧約5回ρスピンを与滴る・聯の魏の錠は・

このス亡ンによって保たれるゐで、姿勢制御装置ほ機能を停止させる，こ

・ρして最融燵したところで姿蜘御rBを購．し・第4逡吻ト噸．

邸心血水平面アるようになって唾賜か≒第3段に至

る飛しょ一う径蹴鴨に隔て若干勲？た場駕は・第4段・ケットの．

点火め最適時刻は上記の値からはずれる。このととを考慮して途中の飛し

ょ5径路を｝！一ダによっ七測定し、をの結果によって点火時刻を修正する

1ことカ1でき殉r論る・との駅は地≠からの電贈（コード〉

によって行なう仕組である。　　’・．　　　　　　　　’　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　．、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　一5L　　　　’．
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表1．b－4T一儲i元

　ロケット
?ﾚ 第1．段

補　　助ブースタ

第2段 ’第5段 第4段

．直　．径　　m 0，735 α510 0，755 0，504 0，480

長　　さ’　m a38 5．77 593 2．9㍉1 1．09．

重．ざt・n・ 5．01　　1 1。Oj
2．46歴　　　『　　　　　　　　　1

U33 0・11、、

推　’力一・範 37ド t3’X2 15　　　・ 己・6 0．β

燃　焼’時　間　se’C

29　　， ．z4 ．58　ド
2
7
．
霊

22

全母1647m”・　全重量941ton

表2．．’L－4S－4諸元

鳶之7失 第1段
補　　助ブ禰スタ

第2’段 第5・段 第4’段

直　　径’　m d735． ．0，510 U．755
0，504，　　、

0，980

長㌦　さ　　m a38 577引 593 2．91・r tで0層

重．　さ　ton 5．01 to．1 　　－Q．46 しし85 o・11　．

推　　力．t。n 57 13×2
’13　’

46　● α9・

黙燐時間　sec

29 Z，4　　’ 58　・ 27‘．
3
2
一
ボ

全長16．47m． 全重量941t・n
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．表5・’L－4T－」．1・一4S－4　飛しょう計画

時間・（sec） 事 項 高度（Km）．速度（㎞／sec）

L－4S－4（発射上下角64。）

x　＋　O

　　Z・4

　　8．0

、29

　．ろ2　・

　34

　57

　75
　98　，

100
103，

1，30．

155，

137
158

259
496
528

第1段及び補助ブースタ点火

補助ブースタ燃焼於わり

補助ブースタ切離し　・

第1段燃焼於わり

第偉賢し　　∫、
　　　　　　　　　L’スぢンモータ点火

鎗2段点火

第2段燃焼齢わり

　　　　　　　　　　　　　、
開頭．

第2段切離し

第3段点火

第3段燃焼おわり　　　　　　1

第3段切離しト

デスピンモータ点火

姿勢制御はじめ

姿勢制御おわっスピンモータ点火

第4段点火

第4段燃焼診わり’

：L－4T－1（発射上下角64夕）

4gg　・9．第4段点火

521　　　第4段燃焼おわり

　　・0　　　　　　　　　．

　　1．5　　　〔瓦45

　　1．8

　’1　5・　　　　　0？9、8

　1、7

　19
　2・1

　61　　　　2．61

　91

　94

　98
∫147♂　　4．64

1．5’

162

164
356’

569
　　　　　　　　　＊569　　　　8．10，

569
　　　　　　　　＊569　　　　592
＊印絶対三度　　’
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　　　撤回繍下辺蝿子・陽子勲騨・（RBP）’

　　　　　　　　　　　　　　　　　鰍大学中川重雄岬．年昊冶斑入

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村上浩行、中本．淳、川口公夫

　　　　　概要と目的

　　　　／放射線帯の下辺には、地球磁場の擾乱等たよってそこから洩れてくる電

　　　　琳祀る．三冠づ・ケットによっ酬定し嬬果はると5d・㎞

　　　構の高騨2・一8・カウント伊・㎡i・’・t士●’の搬飾た・，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o．・●
　　　　赤逝くの低騰辮騨域で醐脈さう変化と時間的な変llぐを・

　　　　地緯気心布との関連に誇いで調べるのが今回の目的である≒如何なる擾乱1
　　δ、

　　　　によρ縫子綱輿ずるか働1細きさ吻ようなものか・そ∫

　　　　1㌍度によつ岬を畔曲律う聯砲と考吝られ、，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　島　　　層り

・・ @また肺の検出器覇三脚電子ζ陽子の区別を明らかにし叉

　　　　放射線帯に入ρた場合は陽子の観測も爾なおう：とするものである。これは　　　　ρ　　鰍

　　　　将来の科学衛星の放射線モニターとして使即できる。．・．一

　　．聯法＼・∫’恢∫1デ・’．・
　　　　　検出器には図め如く吸収体を恥た半導体検出器2個（h幽drif哩）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　●

吸収体検出器を用いる・

、1綿

　一14一

　　　　検出器とみてよい。　　　　　　、・1’

⑧　吸収体の厚さ29／㎡A君　　　　’』　’　　　　　　　　・

　性能3電子4MeV以上、陽子40M評以上のエネルギーのも9）に感ずる。放

　　　　鯛髄外で4M・V肚の町線は壁ん撫ゆら・陽子繊

　　　　出器と考えられる。放射線帯内の陽子を捕えると共に⑳検出器が

　　　　電子線のみであることをチェックする。

鵬三図に棚雛体図を・第2図r嚇三図ρr示してある・

一15－b
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ス　地磁気姿勢計によるロケットの姿勢測定（，GAS＞

’　　　　　　　　　　　　　　　　　東海大学工学蔀　加　藤　愛　雄

」　概要と目的　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　ロケットの飛しょう姿勢の測定は、ロケット土学上および搭載計器の

　　儲の噺に働鍾励ものである・“

一本凾ﾍ・地球醐が㈱内嫡いては非常燃したものであ

　　ることを利用して磁力計をロケットに帯載して地球碑場を三三としてロ

　　ケットの姿勢を測定しようとするものである。・

　　　勘計は・コケット撒鰯として・信頼性の高いフラ・クスゲート

　型を用いている。，　　’　　　　　隔　∵ご

　　’ロケット軸（スラスト）方向と、地磁気とのなす角度を測定するため

　　に磁気砂サーをスラス防三組びラジアル方向の2噸を検出し・

　　2つのデーターから角度を計算する。　’　　　、

　　　また、本器のラジアル方向成分から、ロケットのスピン周期も漁定が

　　可能である。　，　　　，　　　　　、　　　、

　　　次に姿勢をより確実なものとするために、太陽方向㊧検出器を備え、

　　ロケット軸と・太陽とのなす角度をも測定する。

・21仕．様　　　　　　　，

　　　　検出磁場　　3　±45．000γ

　　　’検膨ヤシネル．：．2チャンネル　　　　　　．

　　　　出　　力　3　0～5V

　　　　感・度：約1V／10000γ

　　　　検出角精度　：　±1。

　　　　太陽角検出騨．：12・．　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　一18一・　　．
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SESノ三卜K・一一No27↑：

M一ろDr∵1．・の実・験

、

　　　　　　　　　　　　　　　　　・∴：賦昭和4・4年7肩

．．　，，　　　∴，～鰍弊曇空研究所

乳M一・3D型・グツトビ・　’湯・∴∴・’一二、．

M－3D．二暢機は・緬中の群泳打ち土1げ用F！ゲッ’トM－4・S型

の備試職であって、その鰍魔成は次め・と籾である。

　　ロケット
第1段 補助ブースタ 第2段、噂謔T段 第4段

直径（切 工410 0，510， 乳41σ Fα860’α786
、

長ざ＠） 1工93 5．80一
　一　嘱

S．70 ・・4．0、21’エ92

重さ（tgn） 26．52 4．福6 984． 2．75． ㌧0．51
、

推力（ton） 86 104 髄乙0
　　一E

畠　’2．3
燃焼時間　　（sec，

60 Z4． 66
∠

、0

　　　全長23．60況．全重駄43．76’tもn

第3駆ン kンはダミーであり・第4段一ン乎ン9糠垂量舳「4Sh

型の計画値Q2’ O％∴燃焼時間は17％であるン9一一1．’

　M－4’s型の予備試験機としては、昭和4ゴ年10月にM－1－1号機

愕謙∵1二鰻賜よう性能ρ聯術

D第三・ケ．ツト緯岬2馳茜㌣あ兼ま一う性能め試駿’＼

2）第4段・、ケrトの姿鯛御試験．：（一㌦惚！1∴一

を車な目的と。している。　冒　…　　　　　．

一f一

、
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各騨欄はづぎρ三三る』●・警・
　　第4段　㌧・加速度計、ご；振動計、，歪計　討ど　　：圏

　　　・　　　テレメータ送信機　　　　1　　　　　　・
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